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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
虐待防止推進委員会開催日程

開催日時：毎月第2水曜日　15：30～16：00
場　　所：病院2階会議室

· 欠席届はワークフロー申請となります。開催日前に必ず提出して下さい。業務都合で欠席の場合も、必ず申請して下さい。
【事業進捗状況】
研修
精神領域　主担当：松村SGM
⇒下半期の研修実施予定を決定したら委員長に報告お願いします
高齢領域　主担当：河原SGM
⇒不在の為、後日確認を取っていくこととしていく。
意識調査
主担当：奥寺SGM、上野SGM
⇒調査終了し、結果をWIZ掲示板へ掲示済み。
啓発活動
主担当：大井SGM
◯標語ポスター　
⇒下半期の実施方法について担当者間で検討し委員長に報告お願いします(標語を再募集して新たなに作成するか、上半期募集のものから選定し作成するか等)
◯虐待防止に関する情報提供
⇒10月分をWIZ掲示板に掲示している。下半期も継続していく。
事例検討
担当：大井SGM(代理：福士SGM)
訪問看護利用患者様のなかで不安が強い患者様がおり、オンコール電話が頻回で朝方や夕方などの業務的に忙しく時間帯での電話が多く、対応するスタッフにも疲弊が見えてきている。ある日、残務処理中の夕方に着信があり、対応スタッフにその意識は無かったが「今、溜め息しましたよね？もう五福の利用は辞めます」と言われてしまった。患者様自身の病状にも左右されるが、電話対応がストレスとなっている現状からそういった部分を感じさせてしまった可能性がある。訪問担当者を1人から3人に増やし、抱えるストレスを分散する試みをしているが、その他より良い対応方法等があるかを考え直したいが何か良い意見ないか？
［挙がった意見］
・電話内容を録音するのはどうか？録音する事で不適切な対応が無かったかを振り返る事が出来る。録音するということもあらかじめ相手に伝えておくのが良いのでは？→でも録音機能は誰でもいつでも使える機能なのか？追加料金の設定等が必要？
・電話は1対1の対応となるため、電話ならではの難しさもあると思う。
・オンコール対応は24時間対応の設定としている為、いつかかってきても対応する必要があるが、業務やストレス等を加味しつつ、その時その時で対応できるスタッフが対応するのが良い。
・オンコール対応の在り方について患者様にも改めて理解してもらう必要もあるのでは？
高齢者虐待に関する指針の改定及びホームページへの掲載について　吉田委員長
⇒ホームページ掲載済
お知らせ事項等
委員長：委員会の出席率が下がってきている為、出席率の向上に向けて参加をお願いします。
野々上AOM：2021年の介護報酬の改定で今年からハラスメント対策を盛り込むことが必須となっているが現段階で取り掛かる事が出来ていない為、取り組む必要がある。職員同士のハラスメントだけでなく、対利用者様/対家族様を含めたハラスメント対策の指針を作っていくが、対応する委員会が無い為、今年は虐待防止推進委員会で取り組む事となっている。指針の作成や窓口の設置など、訪問介護五福作成のものを例に作成に取り掛かっていく。
平賀IOO:これまでハラスメント対応は総務が担当してきているが、形が整っていたわけではない。対利用者様/対家族様の対応となれば弁護士の意見も必要となるため、対応するのは独立した委員会で対応するのが良いと思っている。

【次回委員会予定】

日時：R4年12月14日（水）15：30～

場所：病院2階　会議室

議事録：土岐SGM（サブ 福士SGM）　事例担当：土岐SGM、中村
